
    

 

NEWS RELEASE 
平成２７年１０月９日（金） 

 

第５回トマト銀行６時間リレーマラソンにおける 

地域貢献活動の取り組みについて 
～カーボン・オフセットの実施、エコステーションの設置、ネパール震災の募金活動支援～ 

株式会社トマト銀行（取締役社長 髙木 晶悟）は、地方創生・地域経済の活性化への貢献

のため、平成２７年１０月１１日（日）に開催される第５回トマト銀行６時間リレーマラソンにおい

て、カーボン・オフセット(※１)の実施、エコステーションの設置、ネパール震災の募金活動の

支援を行いますので、お知らせいたします。 

当社は、今後も地方創生・活性化への貢献に向けて、環境保全活動と国際的社会貢献活

動に積極的に取り組んでまいります。 

記 

１ カーボン・オフセット 

６時間リレーマラソンで排出されるＣＯ2 相当量のクレジット(※２)を、当社が岡山市から購

入してオフセットし、リレーマラソンで発生するＣＯ2 をゼロ（カーボン・オフセット）といたしま

す。 

本取り組みは、今回で３回目となり、リレーマラソン参加チームが増加していることから、

昨年の５４トンを上回る５６トンのオフセットを見込んでいます。 

なお、昨年の第４回 トマト銀行６時間リレーマラソンにおけるカーボン・オフセットの取り組

みが評価され、平成２７年２月１９日に中国地域Ｊ-クレジット制度ネットワーク会議の中国地

域カーボン・オフセット賞 優秀賞を受賞しました。 

※１ カーボン・オフセットとは、自社の温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量を、他の場所での排出削

減・吸収量、もしくはクレジット(※２)購入によりオフセット(埋め合わせ)することをいいます。 

※２ 温室効果ガス排出量の削減量をクレジット化して売買する排出量取引の仕組みにおけるもの。 

＜カーボン・オフセットの概要＞ 

対象となるイベント 第５回トマト銀行６時間リレーマラソン 

オフセットするＣＯ2

総排出予定量 

５６トン(走行距離１ｋｍあたりを約１キロ（ＣＯ2）として換算) 

ファミリーマラソン：１７８人×１．６ｋｍ × 1ｋｇ ＝ ０.２９  トン

リレーマラソン  ：８０５チーム×６８ｋｍ×１ｋｇ ＝ ５４．７４トン

   （合計）                         ５５．０３トン

当社が購入する 

クレジット 

岡山市のクレジット（清掃車などへのバイオディーゼル

燃料導入により岡山市が保有するＣＯ2 排出削減クレジ

ット） 

• トマト銀行は、地方創生・活性化への貢献のため、第５回トマト銀行６時間リレーマラソ

ンにおいて様々な地域貢献活動に取り組みます。 

• 今回で３回目となるカーボン・オフセット(※１)を実施するほか、新たに「エコステーショ

ン」の設置、ネパール震災の募金活動の支援を行います。 



 
本件に関するお問い合わせ先  コンサルティング営業部 曽田     ℡ 086-800-1820 

報道関係のお問い合わせ先   経営企画部（広報担当）  光
みつ

實
ざね

・俣野   ℡ 086-221-1145 

２ エコステーションの設置 

当社は、エコパートナーとして、リレーマラソン会場内に「エコステーション」を設置し、会場

美化や資源物の正しい分別・回収を通し、環境保全を推進いたします。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

会場内に設置するエコステーションを「トマト・ステーション」と

し、野外１ヵ所、屋内２ヵ所に設置します。 

 

３ ネパール震災の募金活動支援 

国際的社会貢献の観点から、ネパール震災の募金活動のチラシをリレーマラソンの参加

者（約 7,300 人）に配布し、ＡＭＤＡ-ＭＩＮＤＳ（※3）の活動を応援します。 

※３ 特定非営利活動法人 AMDA 社会開発機構 

AMDA 海外事業本部の事業を承継し、2007 年から社会開発を中心に、アジア・アフリカ・中南米の 8 ヵ国で、地域

保健、貧困の軽減、社会の発展、平和の構築に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以 上 


